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1A01   イオン液体|金電極界面構造の緩慢緩和に 
   自己組織化単分子膜が及ぼす影響 










































【結果】Fig. 1 に 3 種類のイオン液体で記録した電位ステ
ップに対する共鳴角 Δθ の時間変化を示した。MESA-SAM
被覆金電極(実線)は未被覆金電極(点線)よりも、電位ステッ
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Fig. 1. 電位ステップに対す
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